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政策提言の要旨

土砂災害防止対策の加速化による、緊急輸送道路等の保全、孤立集落の軽減及び被災地

域の早期復旧・復興が促進されるよう、「国土強靱化実施中期計画」においては、現行対

策を上回る事業規模としたうえで、必要な予算・財源を通常予算とは別枠で確保するとと

もに、能登半島地震の教訓を踏まえて、さらなる加速化を図るようお願いします。

【政策提言の具体的内容】

・令和６年１月１日に発生した能登半島地震では石川県において最大33地区、3,345人が
孤立し、南海トラフ地震の発生が懸念される高知県においても、多くの集落が孤立す

る可能性があります。

・市町村を連結する緊急輸送道路等が被災することにより、集落が孤立化するだけでな

く、被災地域全体の早期復旧・復興を妨げる要因となっています。

・災害に強い道路ネットワークの構築のためには、緊急輸送道路等を保全する土砂災害

対策の着実な推進が必要です。

・南海トラフ地震の発生が逼迫していることから、「防災・減災、国土強靱化のための

５か年加速化対策」後も中長期的かつ明確な見通しの下、切れ目なく国土強靱化を推

進できるよう、本年６月に策定予定の「国土強靱化実施中期計画」においては、現行

対策を上回る事業規模としたうえで、必要な予算・財源を通常予算とは別枠で確保す

るとともに、能登半島地震の教訓を踏まえて、さらなる加速化を図ることが必要です。

【政策提言の理由】

・南海トラフ地震の発生が逼迫していることを踏まえ、土砂災害防止対策の加速化により、

市町村を連結している国道並びに県道などの主要な緊急輸送道路等を保全し、孤立集落

の軽減及び被災地域の早期復旧・復興に寄与するため、「防災・減災、国土強靱化の

ための５か年加速化対策」後においても、必要な予算が確保されるよう提言します。


